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日本国特許庁への日米特許審査ハイウェイ試行プログラム

利用の申出について 
 

１．日本国特許庁への申出方法 

日本国特許庁へ日米間の特許審査ハイウェイ試行プログラムに基づいて早期審

査の利用を申出る場合には、通常の早期審査の申出と同様に「早期審査・審理ガイ

ドライン」に示される手順に基づいて「早期審査に関する事情説明書」を提出してくだ

さい。 

下記①に列挙する条件を満たしている日本国特許庁への出願（当該出願）の場合、

対応する米国特許商標庁への出願に係る下記②に列挙する書類の写しを添付する

ことにより、【早期審査に関する事情説明】における「２．先行技術の開示及び対比説

明」の記載を省略することができます。 

 

①日本国特許庁において特許審査ハイウェイの試行に基づく早期審査の申出を認め

られる条件 

a．当該出願が、対応する第１国出願である米国出願に基づいて正当なパリ条約に

よる優先権を主張している。（ＰＣＴ出願を除く。） 

当該出願が複数の米国出願を優先権の基礎とするもの、また、当該出願が分割

出願であっても、出願日が原出願に遡及しかつ第１庁の優先権を有効に主張する

ものであれば認められます。 

   

b. 当該出願に対応する米国特許商標庁出願が、すでに特許可能と判断された請

求項を有すること 

米国特許商標庁から通知される書類である 

・ 「Notice of Allowability」の「２．The allowed claim(s) is/are ____.」に明示される請

求項、または、 

・ 「Office Action Summary」の「Disposition of Claims」の「５．Claim(s) _____ is/are 

allowed.」に明示される請求項、または 

・  「Office Action Summary」の「Disposition of Claims」の「７．Claim(s) _____ is/are 

objected to.」に明示され、かつ、「Allowable Subject Matter」の欄に、拒絶されてい

るクレームに従属しているという不備があるが、その点を除いては特許可能である

旨記載されている請求項1 

                                                  
1 拒絶(rejected)されているクレームについては、現在クレームに含まれていないがある特

徴を適切に含めるようにすれば特許可能であろうといった示唆が拒絶理由通知の中で審査

官からなされていた場合でも、示唆のみでは特許可能の判断が下されたとは認められませ

んのでご注意ください。 
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 が、特許可能の判断が下されたものと認められます（詳細については別紙１を参

照ください）。 

 

c. 当該出願の申出時の全ての請求項が、対応する米国出願の特許可能と判断さ

れた請求項のいずれかと十分に対応している。 

上記①b.の特許可能と判断された請求項と十分に対応しているとは、先行技術

調査を行う範囲が同一又は類似である、つまり特許可能と判断された特徴を共に

有することをいいます。 

 第１庁において、請求項を補正することによって特許可能の判断が下された場合、

請求項が十分に対応しているとされるためには同様の補正が当該出願においても

必要な場合が多いことにご注意ください。（詳細については別紙２を参照くださ

い。） 

 

d. 当該出願に関して日本国特許庁において審査の着手がされていない。 

 

②特許審査ハイウェイに基づく早期審査の申出において提出すべき書類 

a. 対応する米国出願に対して米国審査官から出された全てのオフィス・アクション2

の写し 

なお、米国特許商標庁のオフィス・アクション（包袋情報）が Patent Application 

Information Retrieval (http://portal.uspto.gov/external/portal/pair)から入手可能で

ある場合には、オフィス・アクションの写しの別途添付は不要ですので、その旨を記

載してください。 

オフィスアクションの日本語訳の提出は原則不要です。 

ただし、「７．Claim(s) _____ is/are objected to.」に明示された請求項が、当該出願

の請求項と十分に対応している場合には、不備がある点を除いては特許可能であ

る旨が記載されている「Allowable Subject matter」の箇所の翻訳を提出してくださ

い。 

 

b. 対応する米国出願の特許可能との判断を受けた請求項を含む特許請求の範囲

の写し 

オフィス・アクションと同様に Patent Application Information Retrieval から入手可

能な場合、特許請求の範囲の添付は不要です。 

日本語訳の提出は原則不要です。 

 

                                                  
2 米国特許庁の審査官から通知されるオフィス・アクションとは‘Non-Final Rejection’,’
Final Rejection’,‘Notice of Allowability’の３種類です。 



 3

c. 対応する米国出願のオフィス・アクションにおいて審査官が提示した引用文献 

具体的には「Reason for Allowance」「Detailed Action」内に記載された引用文献

が対象となります（別紙１を参照ください）。引用文献が特許電子図書館にて参照

できる公報である場合、その引用文献の添付を省略できます。 

 

d. 当該出願の現在の各請求項が、対応する米国出願の特許可能との判断を受け

た請求項に十分に対応していることを示す書面。 

当該出願の請求項と対応する米国出願の請求項との関係を示す対応表を提出

してください。そして、クレーム毎に十分に対応している根拠を記載して下さい。クレ

ームが直訳であるような場合には単に同一である旨を、単なる翻訳上の差異以上

の違いがある場合には、そのような差異があっても十分に対応していることを示す

根拠を記載して下さい（対応表の形式・記載例については別紙３を参照ください。） 

 

 なお、上記 a～d の書類について、同時又はすでになされた他の手続きにおいて

日本国特許庁に提出されている場合、その書類の写しを援用することにより当該書

類の添付の省略が可能です。 

 

上記条件①、②を満たさない場合には、「２．先行技術の開示及び対比説明」の

省略が認められないため、早期審査の対象案件とは認められません。その場合に

は、特許庁より理由を付して出願人（代理人）に連絡いたします。 

出願人は当該案件については原則として１度だけ理由を補充するなどして、「早

期審査に関する事情説明書」を提出しなおすことができます。 

 

２．特許審査ハイウェイ試行プログラムを利用する場合の「早期審査に関する事情説

明書」の記載要領 

【早期審査に関する事情説明】の「１．事情」の記載要領 

本出願が、米国特許商標庁への出願をパリ条約に基づく優先権の基礎とする

出願であり、特許審査ハイウェイ試行プログラムによる早期審査の申し出を行う

旨、記載して下さい。また、対応する米国基礎出願の出願番号、公報番号又は特

許番号を記載して下さい。 

(記載例) 
【早期審査に関する事情説明】 
１．事情 

本出願は米国特許商標庁への出願をパリ条約に基づく優先権の基礎出願とする出願であり、特許審査
ハイウェイ試行プログラムに基づく早期審査の申出を行うものである。 

対応する米国出願の特許出願番号は、○○／○○○○○○である。 
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添付物件の記載要領 

上記②に示す提出すべき書類を、物件毎に項目分けして記載して下さい。 省

略が可能な書類についても、全ての提出すべき書類を日付などにより特定できる

形で添付物件の項目に記載してください。 

 

オフィス・アクションの翻訳を提出する場合 

【提出物件の目録】 
【物件名】 **年**月**日付の対応米国出願のファースト・オフィス・アクションの写し １ 
【物件名】 **年**月**日付の対応米国出願の特許許可通知の写し １ 
【物件名】 **年**月**日付の対応米国出願の特許請求の範囲の補正書の写し １ 
【物件名】 米国特許第○○○○○号明細書 １ 
【物件名】 仏国特許第○○○○○号明細書 １ 
【物件名】 米国出願と本願出願の特許請求の範囲の十分な対応を示す書面 １ 

【添付物件】 

【物件名】 **年**月**日付の対応米国出願のファースト・オフィス・アクションの写し 

【内容】 PAIR より入手可能なため省略 

【物件名】 **年**月**日付の対応米国出願の特許許可通知の写し 

【内容】  PAIR より入手可能なため省略 

【物件名】 **年**月**日付の対応米国出願の特許請求の範囲の補正書の写し 

【内容】 請求項１～３は、米国において特許可能と判断を受けた請求項 PAIR より入手可能なため省略 

【物件名】 米国特許第○○○○○号明細書 

【内容】 特許電子図書館より参照可能なため省略 
【物件名】 仏国特許第○○○○○号明細書 
【内容】 特許電子図書館より参照可能なため省略 

【物件名】 米国出願と本願出願の特許請求の範囲の十分な対応を示す書面 

【内容】 
本出願の請求項 米国で特許可能

とされた請求項

対応に関するコメント 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
 

8 

1 
2 
3 
1 
2 
3 
1 
 

2 

両クレームは、同一である 
〃 
〃 
両クレームは、記載形式を除いて実質的に同一である 
〃 
〃 
請求項 7 は、米国の請求項１に A という構成を付加し

たものである。 
請求項８は、米国の請求項 2 に B という構成を付加し

たものである。  
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なお、「早期審査に関する事情説明書」の様式は、オンライン手続きと書面手続きに

よって異なりますので、記入の際には記入様式を参考にしてください。 

 

３．特許審査ハイウェイ試行プログラムの評価のお願い 

今回の試行において、特許審査ハイウェイ試行プログラムに基づく早期審査の申

出を行った出願人の方に、この枠組みの評価をしていただき、それに基づいて今後

の枠組みや他の外国特許庁への拡大を検討していきたいと思います。 

特許審査ハイウェイへの申し出をされた場合には、審査官のオフィス・アクションま

たは早期審査の対象と認められない通知が出された後に、評価書を送付いたします

ので、特許審査ハイウェイの枠組みについての評価へのご協力をよろしくお願いしま

す。 

【物件名】 **年**月**日付の米国におけるファースト・オフィス・アクションの「Allowable Subject Matter」の翻

訳 

【内容】  
特許可能な主題 
請求項３は、拒絶されている基礎クレームに従属しているという不備があるが、基礎クレームと中間のクレーム
の全ての限定を含むように独立形式で書き直せば特許可能であろう。 
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対応出願の米国特許商標庁のオフィスアクションについて 

 

米国特許商標庁の出願の特許可能と判断される請求項とは、 

・ 「Notice of Allowability」の「２．The allowed claim(s) is/are ____.」に番号が明示さ

れている請求項。 

 
 

 

別紙１ 
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「Notice of Allowability」に続く「Reasons for Allowance」も特許性を判断する上で重

要ですので、提出する必要があります。 

 

                             … 

「REASONS FOR ALLOWANCE」に引用された文献を添付してください。 
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米国特許商標庁の出願の特許可能と判断される請求項とは、 

・ 「Office Action Summary」の「Disposition of Claims」の「５．Claim(s) _____ is/are 

allowed.」に番号が明示されている請求項。 

 
 

・ 「Office Action Summary」の「Disposition of Claims」の「７．Claim(s) _____ is/are 

objected to.」に番号が明示され、かつ、拒絶されているクレームに従属しているという

不備があるが、その点を除いては特許可能である旨が「Allowable Subject matter」

（次ページ参照）に記載されている請求項 
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・ 「Office Action Summary」に続く「DETAILED ACTION」も特許性を判断する上で

重要ですので、提出する必要があります。 

 

                         … 

「DETAILED ACTION」に引用された文献を添付してください。 

 

 
 

オフィスアクションの日本語訳の提出は原則不要です。 

ただし、「７．Claim(s) _____ is/are objected to.」に明示された請求項をハイウェイ申

出のベースとしている場合には、明示された請求項が拒絶されているクレームに従

属しているという不備があるが、その点を除いては特許可能である旨が記載されて

いる「Allowable Subject matter」の翻訳を提出してください。（翻訳の提出について

は本文の記載例を参考としてください。） 
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USPTO 出願の特許可能な請求項と 

当該出願の各請求項が十分に対応することについて 

 

特許審査ハイウェイの要件の１つとして、当該出願の全ての請求項が、USPTO に

おいて特許可能の判断を受けた請求項のいずれかと十分に対応している必要があり

ます。 

全ての請求項の十分な対応に関しまして、対応を取るための補正例をご紹介します。 

 

（例１）USPTO において、補正の結果特許になった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のように USPTO において請求項を補正した結果特許となった場合、特許審査

ハイウェイを申し出る際には、JPO においても USPTO と同様に請求項を補正すること

により、特許可能の判断を受けた特許請求の範囲と特許請求の範囲を対応させてお

く必要があります。 

 

別紙２ 

オフィス

アクション

オフィス

アクション

第１庁 (米国特許商標庁）

追加調査
及び

実体審査
早期審査

対応出願

A’
対応出願

A’

出願Aの 全て

の OAの コ

ピ ー

出願Aの 全て

の OAの コ

ピ ー

出願

A
出願

A

特許審査
ハイウェ
イ申出

特許審査
ハイウェ
イ申出

出願 Aのクレーム A2と対応出
願 A’のクレーム A2との対応を
説明

(パ リ優 先 )

A2

ク レー ム

A2

ク レー ム

第２庁（日本国特許庁）

オフィス

アクション

オフィス

アクション

A1
ク レー ム

A1
ク レ ー ム

クレー ム はＡ１は特許可能ク

レー ム と 対応しな いため Ａ２に
補正す る 必要がある

A1
ク レ ー ム

補正書
クレ ーム

Ａ１→＿

補正書
クレ ーム

Ａ１→＿
特許A2

ク レー ム

補正書
クレ ーム

A1→＿

補正書
クレ ーム

A1→＿

A2
ク レ ー ム

A2
ク レー ム拒絶
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（例２）USPTO において一部の特許請求の範囲が特許可能の判断を受けた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USPTO において一部の請求項のみに特許可能の判断がなされ、一部の請求項に

は拒絶理由が通知されている場合には、JPO においては特許可能の判断がなされた

請求項に対応する請求項のみとする補正を行ってください。 

（全ての請求項が特許可能クレームの特徴部と対応する必要がありますので、一

部の特許請求の範囲が対応するだけでは不十分です。） 

第１庁(米国特許商標庁）

追加調査
及び

実体審査
早期審査

対応出願

A’
対応出願

A’

出願AのOA
のコピー

出願AのOA
のコピー

出願

A
出願

A

特許審査
ハイウェ
イ申出

特許審査
ハイウェ
イ申出

出願AのクレームA2と対応出
願A’のクレームA2との対応を

説明

(パリ優先)

A2

クレーム

A2

クレーム

第２庁（日本国特許庁）

オフィス

アクション

オフィス

アクション

A2
クレーム 特許可能

A1
クレーム 拒絶

A1
クレーム

A2
クレーム

Ａ１は特許可能クレー
ムと対応しないため削
除の必要有り

A2
クレーム

A1
クレーム
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クレームの対応については、下記のフォーマットに基づいて記載してください。 

 

 （クレーム対応表） 
 

本出願の 
請求項 

米国で特許可

能とされた請

求項 

対応に関するコメント 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
 
8 

1 
2 
3 
1 
2 
3 
1 
 
2 

両クレームは、同一である 
〃 
〃 
両クレームは、記載形式を除いて実質的に同一で

ある 
〃 
請求項 7 は、米国の請求項１に A という構成を付

加したものである。 
請求項８は、米国の請求項 2 に B という構成を付

加したものである。 
（オンライン手続きの場合、罫線の入力には対応しておりませんので、イメー

ジまたは罫線なしのテキストのみにより記入してください。） 
 

別紙３ 
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